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に対し，「私は～と思います。理由は～です。」

と発表があり，「わかりました。」や「同じです。」

「似ています。」という返答をする一連の流れが

それにあたる。多くの小学校では話し合い指導

でこのような話型を指導しているが，資料 4 は

この話型が固定化することで話し合いが深まら

ず途切れてしまうことが明らかとなった。 

話型が固定化すると，児童だけでなく教師に

も安心感が生まれる。「私はしっかり発言してい

るのだ」という児童の意識と，「他の生徒もしっ

かり聞いて反応している」という教師の意識が

生まれやすいからである。また，児童の「友達

の意見をわかってあげなくては」という意識に

よって，尋ねるという行為がいけないことのよ

うに感じていることも推測される2。しかし，そ

うすると述べられた意見に対する吟味や検討が

為されないまま意見は流され，場合によっては，

統合されてしまう。パターン化された話し合い

の中での児童の「わかりました」は，「理解しま

した」ではなく「聞こえました」と同義であり，

それを理解したことには，実はなっていないの

ではないだろうか。 

 この状況を打開するためには，吟味検討を行

うための Bの役割の発言を訓練していくことが

重要である。今回，児童の発言を採集すること

で，この Bの役割である「言葉を確かめたり，

疑問を出したりする」ことが，検討や吟味の鍵

を握る存在であることが鮮明になった。検討や

吟味が発生しているところでは，教師が Bの役

割を担い，児童の思考や発言を導いている。 

この B の発言は容易にできるものではない。

しかし，話し合いの深化には大変重要である。

この B の発言に対する指導方法の一つとして，

一つの発言に対してどのような質問が考えられ

るか，それによってどのような展開が予測でき

るかということについて，集中的に訓練すると

いうことも考えられよう。こうした方法を，表

2 に示した話し合いに必要な役割別に「話し合

いの力をつけるために，話し合いをさせている」

という場面の中で取り扱い，役割とそのための

発言例を児童の中にしみこませるように繰り返

すことが必要なのではないかと考える。 

前述した「わかりました。」といった話型の

固定化も，指導を繰り返すことによって児童に

定着したのである。そう考えるならば，新たな

話型となる具体的発言を習得させることは十分

に可能である。 

5 おわりに 

 本稿では，児童の話し合いの実際を捉え，そ

こから課題と方法を導いた。話し合いの実際を

録音して文字化する過程は労力が大きいが，そ

れによってしか見えてこないものもある。ただ，

文字化だけでは，話し合いの過程の児童の戸惑

い等の表現が見えてこないという問題もあり，

ビデオ記録も併用していきたい。 

 最後に，授業を提供して下さった現職コース

の先生と，ご協力頂いた当該小学校の先生方と

児童に深く感謝申し上げます。 
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1本稿では， 5 つのグループの話し合いの実際

とそこから見出せる課題を示す。発言中の「A

さん」，「B さん」等は，児童が担った表 1 の役

割と対応しており，教師の発言には発言番号に

Tの文字を記している。 

 
2 若木(2013)は，自己の意見を述べるが，出さ

れた意見に対する検討などが難しい原因につい

て，「わかってあげられていないことになるから

質問はしない」という児童の発言から「相互に

分かり合えていること」への幻想があるのでは

ないかと推測している。 
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